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▲ プログラムの説明に聞き入る本学の関係者
　＝10月28日、岡山大学本部棟第一会議室

YAM
AM

O
TO

,Shin-ichi

The Message from Executive Director

新理事紹介

▲ おかやま国際塾での活動成果を発表する学生たち
＝11月5日、岡山国際交流センター

ホームカミングデイ2011を開催

岡
山
大
学
は
、
卒
業
後
も
母
校
と

の
絆
を
大
切
に
し
、
国
際
的
な
教
育

研
究
拠
点
を
目
指
す
大
学
を
と
も
に

育
て
て
も
ら
お
う
と
、
10
月
22
日
、

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０
１
１
」

を
開
催
し
た
。
訪
れ
た
卒
業
生
は
、

再
会
し
た
旧
友
や
恩
師
と
懐
か
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
り
、
現
役
の
学
生

と
語
り
合
う
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽

し
ん
だ
。

日
ご
ろ
、
母
校
に
帰
る
機
会
が

少
な
い
卒
業
生
を
招
き
、
一
日
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し
て
も
ら
え
る
企
画
を

用
意
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
歓
迎
式
典
が
あ

り
、
森
田
潔
学
長
や
小
長
啓
一
同
窓

会
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
３
つ
の
学

生
サ
ー
ク
ル
が
歌
や
演
奏
に
よ
る
ウ

エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
ほ

か
、
全
学
同
窓
会
総
会
を
開
催
。
お

茶
席
、
福
引
き
抽
選
会
な
ど
は
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

同
記
念
館
の
外
で
は
応
援
団
総
部

が
歓
迎
と
送
別
の
演
舞
を
披
露
。
現

役
学
生
が
歩
い
て
案
内
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
各
学
部
や

サ
ー
ク
ル
ご
と
に
講
演
会
や
懇
親

会
、
ミ
ニ
同
窓
会
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流

戦
な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
、
岡
山

大
学
の
開
学
記
念
日
（
10
月
22
日
）

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
２
回
目
。
来
年
は
10
月
20
日
に
開

催
す
る
予
定
。

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.okayam

a-u.ac.jp/tp/
alum

ni/hom
ecom

ing2011.htm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岡
山
大
学
な
ど
ア
ジ
ア
圏
の
６
大

学
と
E
U
の
６
教
育
機
関
が
連
携

し
、
相
互
留
学
な
ど
を
通
じ
て
研
究

交
流
の
強
化
を
図
る
「
エ
ラ
ス
ム
ス
・

ム
ン
ド
ゥ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

ction2

）」
の
留
学

希
望
者
ら
を
対
象
に
し
た
説
明
会
が

10
月
28
日
、
学
内
で
開
か
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
エ
コ
ー

ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
リ
（
仏
）
エ

コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
・
ナ
ン
ト
（
仏
）

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
（
英
）

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
（
独
）
の
４

教
育
機
関
の
教
授
ら
が
来
学
。
学
生

ら
約
40
人
を
前
に
、
欧
州
の
６
教
育

機
関
と
日
韓
の
６
大
学
と
の
交
流
促

進
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

体
説
明
を
し
た
後
、
各
教
育
機
関
の

代
表
が
研
究
留
学
の
概
要
や
大
学
の

あ
る
街
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

説
明
会
に
先
立
ち
、
E
U
か
ら
の

訪
問
団
は
留
学
生
の
宿
泊
場
所
の
国

際
交
流
会
館
を
見
学
。
受
け
入
れ
先
・

派
遣
元
と
な
る
七
つ
の
研
究
室
も
視

察
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
E
U
会
議
・
理

事
会
に
承
認
さ
れ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
・

ム
ン
ド
ゥ
ス
計
画
の
一
部
。
欧
州
と

日
韓
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形
成
を

目
指
し
、
博
士
課
程
の
学
生
、
ポ
ス

ド
ク
、
教
員
ら
が
相
互
に
留
学
、
交

流
を
促
進
す
る
。

　

岡
山
大
学
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る

研
究
力
を
世
界
レ
ベ
ル
に
押
し
上
げ
た

い
。「O

kayam
a　

U
niversity

」
の
知

名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
国
際
広
報

に
力
を
入
れ
、
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ

で
実
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
努
力
が

必
要
。
基
礎
研
究
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
た
め
産

学
官
連
携
も
さ
ら
に
活
発
に
し
た
い
。

や
ま
も
と
・
し
ん
い
ち

専
門
は
森
林
生
態
学
。
京
都
大
大
学
院
農

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
岡
山
大

農
学
部
助
教
授
、名
古
屋
大
農
学
部
教
授
、

同
大
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
長
、
同
大

副
総
長
な
ど
を
歴
任
。
大
阪
市
出
身
。

山
本　

進
一

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
人
材
の

育
成
に
取
り
組
む
「
お
か
や
ま
国
際

塾
」
の
１
期
生
の
修
了
証
授
与
式
が

11
月
５
日
、
岡
山
市
内
で
あ
っ
た
。

同
塾
は
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

A
M
D
A
（
同
市
北
区
）
と
岡
山
大

学
で
国
際
法
を
教
え
る
教
員
ら
で
つ

く
る
実
行
委
が
主
催
。
公
募
に
応
じ

た
法
・
医
・
歯
学
部
の
学
生
８
人
が

自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
・
立
案
し
、

８
月
23
〜
28
日
、
モ
ン
ゴ
ル
で
活
動

し
た
。

７
月
17
日
に
学
内
で
開
講
式
を
行

い
、
国
際
協
力
法
や
N
G
O
論
な

ど
を
学
ん
だ
学
生
は
準
備
に
着
手
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
A
M
D
A
が
長
年
、

眼
科
を
中
心
と
し
た
医
療
支
援
活
動

を
続
け
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
現
地

の
医
学
生
と
の
交
流
や
孤
児
院
で
の

医
療
支
援
と
い
っ
た
活
動
計
画
を
立

て
、
自
分
た
ち
で
交
渉
に
当
た
っ
た
。

修
了
証
授
与
式
で
は
、
学
生
た
ち

が
感
じ
た
こ
と
や
今
後
の
課
題
を
発

表
。「
自
ら
進
ん
で
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」「
互
い
の
交

流
を
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け
た

い
」「
研
修
の
成
果
を
よ
り
多
く
の

人
と
共
有
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。

同
塾
は
岡
山
県
内
の
学
生
を
対
象

に
公
募
。
来
年
度
は
第
２
期
生
を
募

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

11 月１日付けで、山本進一氏（元名
古屋大学大学院生命農学研究科教授）
が研究担当理事・副学長に就任した。
教育・研究担当だった阿部宏史理事
は同日付けで、教育担当となった。

国際的視野を養成

短期留学の学生が成果発表
おかやま国際塾１期生

エラスムス・ムンドゥス・パートナーシップ
プログラムを実施


